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鉄筋コンクリートの鉄筋腐食の有無を判断する上で塩化物イオン（Cl-）濃度は重要な指標であ

り、Cl-濃度の深さ方向分布は塩化物イオンの浸透度合いの指標となる見かけの拡散係数を算出す

る場合に用いられる。Cl-濃度の定量は電位差滴定法（PT）で行われることが一般的であるが、レ

ーザ誘起ブレイクダウン分光法（LIBS）を用いることにより PT よりも迅速かつ高空間分解能で

計測することが可能となる 1)。今回、海岸構造物より採取した円柱形コンクリート試験体（コア）

に対して LIBS を行い、定量計測の可能性について検討した。 

図 1 に LIBS により定量したコア中の Cl-濃度の

深さ方向分布を示す。朔望平均満潮位が 0 m およ

び 1 mの位置から、それぞれ直径 50 mmおよび 100 

mmのコアを採取し、直径 100 mmのコアを用いて

PT により Cl-濃度を求めた。また、直径 50 mmの

コアの外周部を LIBS で計測し、LIBS により得ら

れる塩素の発光強度の Cl-濃度依存性、すなわち検

量線を用いて定量した。検量線は、Cl-濃度が既知

のコンクリート粉末試料を用いて予め求めた。深

さが 60 mm以下の範囲では、PT および LIBS で算

出した Cl-濃度は深さごとにばらつきは見られるが

概ね一致しており、LIBS による定量は妥当と考え

られる。一方、深さごとに Cl-濃度のばらつきが見

られた。これは、塩分が浸透しない骨材の有無に

より計測位置での Cl-濃度が見掛け増減することに

由来する。直径の小さいコアほどこの影響が大き

くなることが予想されるため、Cl-濃度のばらつき

を補正することが今後必要になる。 
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図 1 電位差滴定法及び LIBS で定量したコ

ンクリートコア中の塩化物イオン濃度の深

さ方向分布．朔望平均満潮位 (a) 0 m, (b)1 m. 
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